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25. 腹部大動脈癒を伴った脊椎カリエスの 1Wtl 
石川芳光〈千葉労災病院〉
高木学治，谷口 滋〈千大整形〉
脊椎カリエスの経過中，結核性腹部大動脈癌を合併
し，死亡した I例を経験したので報告した。 
26. 下志津病院における脊椎カリエスの統計的観察
近藤正治(国立下志津病院整形〉
松本秀夫〈千大整形〉
昭和 30年以来下志津病院へ入院した骨関節結核患者
数は計 179名で，そのうちの 146名 (82%)は脊椎カリ
エス患者である。発病時年令は 47例 (32%)が 10才ま
でに発病し，亀背および痩孔を形成するものもこの中に
最も多い，特に 10才までに発病したものの 98%は亀背
等の脊椎変形をきたしている。また曜患、椎体数は l椎体
のものから 15椎体擢患したものまであり，若年者ほど
多くの椎体が侵されている。脊髄麻庫は 46名 (61%)
に存在し大部分胸椎カリエスであるが， そのうちのお
名 (61%)は軽快，または完全治癒している。手術症例
は66例で後方固定 36例 (55%)後方より病巣廓清のみ 
17例 (26%)これに骨移植を行なったもの 4例 6%，前
方法(主として経腹膜的〉により病巣廓清を行なったも
の4例 (6%)これに骨移植をしたもの 4例 (6%)とな
っている。病巣廓清の後は原則として骨移植を行なった
方がよい成績が得られている。また初期のカリエスの診
断レ線的にも困難で、，これに対し RI(Sr8つを利用する
方法を研究中である。 
27. TADにおける腸管処理法の一試み
斎藤隆(船橋中央病院整形〉
上原朗(千大大学院〉
鈴木教授の創始せられた経腹膜的椎間板切除椎体前方
固定術は， 昭和 30年第 l例が行なわれて以来， 種々研
究改良がなされ，今日広く行なわれるようになった。合
併症についても検討考案が行なわれ，その数を減じてい
る。合併症のーっとして大きな問題となるのは腸閉塞症
である。これについては初期に行なわれた，腸管腹腔外
反転法は改められローJレタンポン法が行なわれ以来腸閉
塞症は激減したのである。しかしながらロールタンポン
につき検討するに大きな乾燥ガーゼをつめ込むことは腸
管の圧迫，腸管よりの水分の脱出等による腸癒着下腹大
静脈の圧迫による下半身のうっ血等の可能性が考えられ
る。よって私はロールタンポンを使わず骨盤高位玉付き
ガーゼ法を考案し 20例に本法を試み， ガス排出期間，
下肢静脈圧，出血量，さらに本法において起こりうる手
術手技上の誤りにつき検討し好結果を得たので報告す
る。 
28. 興味ある脊椎手術症例の検討 
1)脊髄腫虜(馬尾神経ノイリノーム) 
2)巨大シユモーノレ氏結節 
3)椎弓切除後発生した脊椎とり症 
4)良好な経過をとった脊椎脱臼骨折 2例
坂巻措 (]I1鉄病院整形〉
斎藤長生，篠原寛休〈千大整形〉
柳生陽久，村山憲太，高田典彦
〈千大大学院〉 
1)脊髄腫虜(馬尾神経部ノイリノーム)
 
53才，家婦，主訴腰仙部痛 
  
3ヵ月前より電撃様放散痛のため体動不能となり来
院，硬膜内髄外腫湯の診断標式としての脱落症状を欠い
てはいたが，髄液に蛋白・細胞解離の一定所見を備えて
おり，前駆期としての根底痛が発現，進展する途上にと
らえた馬尾神経腫蕩で，組織学的にノイリノームと診断
された。術後経過は良好。 
2)巨大シユモール氏結節 
33才，男子工員，主訴腰痛，下肢のシピレ感。 16才
頃より誘因なく症状発現以来絶えず腰部鈍痛，体動時に
増強する傾向を示す。
単純レ線で L4椎体上部前 1/3の部に軟骨板を含めや
や不規則な揖指頭大透影像と周辺骨硬化像を認める。椎
間腔狭小化なく， L3椎体下面にも骨破壊像は認められ
ない。 Diskogrammでこの陥凹部への造影剤侵入を認
める。
本症例の回胃形成が巨大である点を除いて一般的にシ
ユモール氏結節と考えられ，経腹膜的椎体前方侵襲によ
り，軟骨板欠除，高度変性著色椎間板，凹宮内椎間板組
織の侵入を認めた。組織学的にも変性像を示すのみでシ
ユモールと診断されるわ 術後経過は良好。l
3)椎弓切除後に発生した脊椎とり症 
49才，男，工員，主訴腰痛，両下肢のシピレ。
数年前椎間板ヘルニアの診断で某病院で後方法による
手術をうけた。来院時単純レ線像で L4_5のとりが著明，
機能レ線で高度の不安定性を示し，Diskogrammで 
L3-4' L←5 の変性像を示す LS-4-S二椎間椎体前方固定
術を施行。
術前の愁訴全く消失，経過良好である。
いわゆる椎間板ヘルニア手術としての後方法が(この
場合骨形成的椎弓切除術と推定される〉脊椎前方の脊椎
